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Chloramphenicolbenzoate(CMBA)に 関 す る研 究(II)

分 解 酵 素 に つ い て

三共株式会社高峰研究所 丸山素弘｡鈴 木芳男 ・鈴木 稔

(昭 和30年8月12日 受 化r「)

緒 言

前 報 で・若 干 述 べ た 様 に,CMBAとCMPAの 酵 素的

加 水 分 解 の模様 は著 し く異 つ てい る｡そ の要 点 を簡 単 に

繰 返 す と,

(1)CMPAはLipaseB(BacterialLipase;ROHM

&HAAS),Pancreatin(林 兼)に よつ て よ く分 解 され

るが,CMBAは 殆 ん ど分 解 され な い｡(2)腸 内容 液 に

よ る分 解 は 常 にCMBAの 方 が 大 で あ る｡(3)CMPA

は血 清 で 殆 ん ど分 解 され な い が,CMBAは 略 完 全 に分

解 され る｡(4)又 血 清 に よる 』CMBAの 分 解 は,Eserine

の添 加 に よつ て略 完 全 に 阻 害 す る事 が出 来 る｡

之 等 の諸 事 実 か らCMBA分 解 酵 素 はLipaseで は な

く,恐 ら く非 特 異 的 コ リンエ ス テ ラ ー ゼ(non-sp-ChE)

で あ る事 が 予 想 さ れ た｡GLAZKOSCi)はCMPA分 解 酵

素 をLipaseと 推 定 した が,著 者 等 の追 試 の結 果 も之 を

裏書 き-した｡酸 根 のみ が 異 る2種 のCMエ ス テ ルが,

異 る酵 素 で 分 解 を受 け る可 能 性 が大 き く,又 コ リンと

CMと の 間に 何 等 か の 関連 が示 され るの で は な い か と も

期 待 され るの で,CMBA分 解酵 素 の性 状 を 更 に 詳 細 に

検討 す る事 と した｡実 験 は3項 圏に分 け られ,実 験 方 法

は 夫 々異 る ので そ の 都 度 記載 す る事 と した｡

thylphosphate50%の 混 合 物))、Eserine(Eserinesali-

cylateMerck),Neostigrnine(Prostigminemethyレ

sulfate塩 野 義)を 用 い た｡臓 器 ぺe-…ス ト0・5ccを4cc.

のTyr｡de'sso1.を 含 む 試 験 管 中 に浮 游 せ しめ,阻 害 離

水 溶 液0.5ccを 添 加 して30分 放 置 後,CMBA懸 濁 液

を 加 え て よ く混 和 し,37℃ のMonodTypeの 恒 温 振

猛 槽 中 で2時 間 連 続 振賜 した｡反 応終 了後 直 ち に上 澄 液

0.5～1ccを 採 取 し,加 水 分 解 に よつ て 生 じたCMを 前 《

報 に倣 つ て 重 層 法 で 定量 した｡阻 害 剤 の代 りに 水 を添 加

した もの に つ い て も同様 に 処理 して対 照 と し,両 者 の分

解 率 を夫 々A,Bと す る と,(B-A)ノB×100の 値 を 以 つ ・

て阻 害 度 が 定 義 され る｡阻 害 剤 の終 末 濃 度 はDFP,

TEPP,Eserineは10-5Mo1,Neostigmineは10唾

Molと した｡第1i表 は そ の 結 果 で あ る｡

第1表CMBA分 解に対するChE阻 害剤の

阻害度(%)

実 験1酵 棄源 と阻 害 剤

CMBAを 分 解 す る酵 素は 動 物 の 各 種 臓 器 に 広 く分 布

して い る｡即 ち,肝,腎,.腸 管,腸 内 容液,,血 清,肺,

膵,脾,筋 等 に 含 まれ,特 に 前5者 の 分解 能 は 強 い｡此

の傾 向は モル モ ッ ト,ラ ッ ト,家 兎 を通 じ一 般 的 な もの

で あ る｡分 解 能 の 強 さは動 物 に よつ て 異 り,家 兎,ラ ッ

トは 同 程度 に強 く,モ ル モ ッ トは 弱 い｡CMBA分 解 酵 素

とそ の阻 害 剤 との 関 係 を 検討 す るた め に,酵 素 材料 とし

て 分 解 能 の 強 い家 兎 及 び ラ ッ トの臓 器 ぺ 一 ス トを 用 い,

阻 害 剤 はChE阻 害 剤4種 を 用 い た｡

放 血 致死 させ た家 兎 及 び ラ ッ トの肝,腎,腸 管,肺,

脾 を 別 出,水 洗 した 鉄 鋏 で 細 片 と し,2倍 量 の 水 を 加 え

てWaringblenderに か け,ペ ース トを 調 整 し た｡

CMBAは0.1Mol濃 度 の ものを2%ト ラガ ン ト末懸 濁

液 と して 用 い,ChE阻 害 剤 と して,DFP(Diisopr0py1-

fluorophosphate住 友 化 学),TEPP(Tetraethylpyr｡phes-

phate日 本 化 工,(TEPP35%,H.E.T.P.15%,trie一
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TEPPの 作用は最も強S,各 臓 器の分 能を略完全に

抑制する｡DFPも 大体同程度で,肺,脾 に対する作用は

若干弱い｡Eserineは 腸 管の分解 能を余 り抑制しない

が,他 の臓器に対しては前2者 と同程度の阻害である｡

Neostigmineの 阻 害作用は若干弱く,腸 管には殆んど

影響を与えず,肺,腎 に対する作用も弱い｡分 解能 と阻

害度との間に直線的な関係はない様である｡恐 らくぺ一

ス ト中の來雑物の影響があると考えられるが,此 の点に

ついては後に触れる｡此 様に多少の例外はあるが代表的l

ChE阻 害剤が強力に殆んどの臓器の分解能を抑 制する

事が認められた｡
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実験11家 兎肝臓及び血清より濃化酵棄標晶の抽出

CMBA分 解酵素の性状はn｡n-sp-ChEと 極めて類似

しているので,ChE抽 出法に倣つてCMBA分 解 酵素

の濃化標品調整を試みた｡ChEの 精 製法については,

STEDMAN2)3),STRELIZ4),BADER5),玉 井c)),及 びその

他7)s)の方法があるが未だ純結晶は得られていない｡著 者

等はSTEDMAN及 び玉井の方法に準じて硫安蛋白分劃

を行い,数 倍分解能の強い標品を得た｡臓 器としては実

験室で入手容易で,且CMBA分 解能の強い家兎肝臓及

び血清を用い,抽 出操作の概要を第2表 に模式化した｡

bMBA分 解能を指漂として分劃を行つたが,肝 臓を用

いる場合にごは先づ肝臓ペース トを調整し,之 に2倍 量の

水を添加して室温に3時 間振量抽出を行い,遠 心分離し

て得た上清について操作し,血 清はそのまま操作した｡

第2表CMBA分 解酵素標品の分劃法
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先づ259/dlの 硫安を添加し,1時 間静置して沈澱の

成熟を待ち遠心分離する(3,000r・P・m・20分)｡沈 澱

(P1)を 棄 て上清(s1)に 更に硫安を添加して409/dlと

なる様にする｡約3時 間静 置した後遠心分離(3,000

r.P.m.20分)し て沈澱(P2)を 採 り,之 に359/dlの

硫安溶液を加え30分 間振蛋して洗糠を行 う｡30分 ～1

時間静置後遠心分離 して沈澱(P3)を 得 る｡血 清の場合・

P2,P3を 上記条件で遠心分離する事は困離なので,氷 室

中で常圧濾過を行つた｡P3を 少量の水に溶かし,セPtフ

ァン膜を通して2～3日 間流水透析を行つた｡STEDMAN

及び玉井は夫々馬血清,犬 肝臓を用いて同様な操作を行

い,P1,P2を 得 る際N!2酢 酸を用いてpHを 微酸性に

調整する様指示しているが,著 者等の実験によれば・調

整 を行わなくても結果に著変はなかつた｡又P2を 直ち

に少量の水に溶かし透析しても,透 析液の分解能に大差

はなく,乾 燥量が増加する｡玉 井が得た分劃部位もP3

であるが,STEDMANはS3に 強 い分解能を認めている｡

CMBA分 解能は,後 述するWarburgman｡meterに

よるガス測圧法によつて測定したが,乾 燥重量1mgの

酵 素標晶によつて,30分 間に発生するCO2μ1を 以つて

その標品の活性値とし,操 作結果の1例 を検討すると,

抽 出液の活性値7、14の ものが分劃によりP3で は33.0

とな り,4.62倍 濃化された事になる｡抽 出液及び透析液

の全壁の分解能では得墨を求めると25.7%で ある｡一

般に得量は20%前 後,濃 化は4～5倍 の結果が得られ

る｡本 標品は燈色透明な液体で,12｡C内 外の暗所に保

存すれば月余に亘 り活性値に薯変はないが,0｡C以 下の

氷室中では却つて低下する傾向が認められ,凍 結乾燥を

行 うと約半減する｡肝 臓標品の活性値は血清標品の2～

3倍 強力である｡

実験III肝 臓抽出濃化酵素標晶の性状

実験IIで 得た肝臓抽出標品について,各 種基質に対

する性状,pHと の関係,塩 類の影響,阻 害剤,基 質相

互の関係等を検討 した｡分 解 能の測定はWarburgma-

nometerを 用いる ガス測圧法によつた｡基 質溶 液,

Krebs-Ringerの2.1倍 液,CO2飽 和1、3%NaHCO3

溶液を調整し,そ の1.O,2.0,0.8ccを 主室に,酵 素

液0.5ccを 側室にとり,主 室に水を加えて全液容を5cc

とした｡

ガ ス腔に5%CO2-N2混 合ガスを充塞 し,37・5｡C'の

恒 温槽中に毎分125回 振蛋し,約10分 間空振 りして温

度平衡に達せしめた後,酵 素液 と基質 とを混和し,10分

毎 に発生するCO2量 を測定した｡通 常40分 ・間測定を続

け,終 りの30分 間のガス発生量を以つて分解能とし,

対 照の分解能を100と す ると相対活性値 で比較を行つ

た｡尚 阻害反応の場合には,阻 害剤を予め基質と共に主

室に添加し,測 定時間は特に60分 間に延長した｡基 質

の自家分解を補正するために,酵 素液の代 りに水を用い

たものについて測定を行つたが,CMBAの 自家分解は

無…視出来る程度であつた｡Acetylcholine(Ace-Ch),

Benzoylcholine(Bz-Ch)の 場合は無視出来ず補正を行

つた｡

i)基 質による分解曲線の差

CMBA,CMPA,Ace-Ch,Bz-Chを 基質とし,酵i素

液と混和匿発生するCO,・量を,時 間に対してplotし た

分解曲線を第1図 に示した｡Ace-Ch,CMPAを 基質

とす る場合は零次反応,Bz-Chの 場合は一次反応に近

い分解曲線を示し,CMBAは 両者の中間型である｡即

ちAce-Chの 場合,ガ ス発生は測定時間中略々一定で

あるが,Bz-Chは 混和直後急速に分解が進行 し,以 後

は緩漫 となる｡.CMBAは 測定時間の延長と共に次第 に

分解は緩漫 となるが顕著ではない｡Bz-Chの 場合,混

和10分 後から測定を行 うと,分 解が殆んど進行した後

を測る事になるため,5分 後から30分 間のガズ発生量
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を以つて分解能とし

た｡

ii)PS活 性 曲線

基質濃度の対数に

対して分解能をplot

した所謂PS活 性曲

線 を 第2図 にご示し

た｡特 異的ChE(sp

-ChE)の 場 合或 る

基質濃度で分解能は

ピークに達し,そ れ

以上の濃度では却つ

て低下する所謂高濃

度阻害の現象が認め

られているが,本 標

品は何れの基質に対

しても此の現象はな

い｡CMBA及 びAce

-Chの 場 合3～5×

10-2Mol附 近 で 分

解能はmax.に 近づ

くが,Bz-Chで は此

の附近か ら急速に増

大する｡基 質 濃 度

4×10-2MoLに 於け

る相対活性埴の比は

CMBA:CMPA:Bz-

Ch:Ace-Ch=100:

10=280:48でBz-Ch

芽1図 月等細 出緩 晶ハ2、5墨 蜘 ・対 窄る
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に対する分解能は最大である｡

iii)pHの 分解能に及ぼす影響

基質溶液は前述の処方とし,CMBAを 基 質としてそ

の終末濃度は分解能がmax・ に近づく2×10-2Mo1と し

た｡願即ちHASSELBACH式 に基き,各pH値 に対する

CO2含 量 を求め之を充塞 した｡第3図 はその結 果であ

る｡至 適pHは7.0～7.4に あ り,6.4で87%,8.2で70

%に 相対活性値 沖3図PHの 分解能 f二及ぼプ号チ璽

アルは低下し,

カ リ側で若干低

下が著るしい傾

向がある｡

iv)塩 類の

分解能に及ぼす

影響

焔

対

タ3

値

PH

Ca++,Cd++,Ba+÷,Mg÷+,Na+,K+の 各 塩 化 物

の 水 溶 液 を 調 整 し,f'>lliX'に 、1]dc-1:1{{著 郭 竜 用

瀬 働 塩 勤 禰 鴨 副3脇 響 い た 場 合 と略 同

じ く した｡2×10

9e-・2MolCMBAを

吋
;s基 質 とし,1・3%
惟
mNaHCO3溶 液

0.5cc及 び塩類

のみを添加 し,

Krebs-Ringer

溶液は用いない｡又 ガス腔は空気 とし他の条件は前津同

様 とした｡基 質溶液に塩類を含まぬものを対照として分

解能を比較した結果を第4図 に示した｡Ca++,Cd触

の促進効果は大きく,対 照の200%,185%｡他 は110～

120%の 間にあ り軽微の促進であつた｡但 しNa+は 既に

NaHCO3と して含 まれ ている ので,此 の値を直ちに

Na+の 効果と考える事は出来ない｡

v)各 種阻害剤の影響

DFP(住 友化学),TEpP(日 本化工),Eserine(Merck).

Neo-stigmine(塩 野義),Atoxy1(三 共試製品),Quinine

(岩城製薬)の 水溶液を調整し,終 末濃度10雄3～10-7

Mo1に 亘つてその作用を検討した｡第5図 に阻害剤添加

時の相対活性値を示した｡50%阻 害 を示すM0l濃 度は,

解 図 各薙 胆答翻 の影》

t紹kP
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活6e

破4｡

2ρ
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TEPP:20×10-6,DFP:3×10-s,Eserine:2×10--s,

Atoxyl:9×10-5,Quinine:2×10"'4,Neostigmine:

3×10儒 畷 でTEPP,DFPの 作 用 は 最 も強 力 で あ る｡又

此 の強 弱 の順 序 は 実 験1の 結 果 と一 致 して い る｡TEPP,

DFPの 阻 害 曲線 が 殆 ん ど直 立 して い るの に 対 して,他

の4者 の勾 配 は緩 漫 で あ る｡前2者 がChEの 非 可 逆 的

阻 害 剤 で あ り,他 が可 逆 的阻 害 剤 で あ る 点か ら,本 酵 素

標 品がChEに 極 め て 類 似 した 性 状 を持 つ 事 が理 解 され

る｡又Atoxy1,Quinineが 有効 な 点 か ら,本 酵 素 は活

性SH基 を 持 つ 事 が 予 想 さ れ,Na-NitroprussideTest

を 行 つ た が 結 果 はnegativeで あ つ た｡

vi)CMBAとAce」Chと を 同 時 に 基 質 とした 場 合

CMBA,CMPA,Ace-Ch,Bz-Chは 何 れ も本 酵 素

甥 配 に よつ て カrオ£ 無 され る｡之 等分 解 が 何 れ もCMBA
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分解酵素によつて行われるものとすれば,之 等基質を同

時に添加すると基質相互間に拮抗関係が成立つ事が考え

られる｡此 の関係を検罰する便法として,基 質 と組合せ

た場合特定の基質濃度に於ける分解能に加成性(additi・

vity)が 成立するか否かをみた｡本 標品のCMPAに 対

する分解能は微弱であり・Bz-Chは 基質濃度の増 加に

伴い分解能が急増するので,何 れも此の関係を検討する

のに不適当である｡CMBA,Ace-Chは 基 質濃度2～4

×10-2Mo1附 近でmax.に 近づ き,基 質濃度の僅かな

変化によつて分解能が急変する様な事がない｡従 つて此

の両者を用いて検討を行つた｡終 末濃度をAce-C与:

4×10一盟,CMBA.2×10-2Mo1と し,夫 々を単独に基

質 とした 場 合,両 者

を同 時 にご加 え て基 質

とした 場 合 の 分解 能

を第6図 に 示 した｡

50分 間 の 分 解 能 で

比較 す る とCMBA:

182(A),Ace-Ch:

87(B),CMBA十

Ace-Ch:190(C)

で あ り,A十B>C即

ち分 解 能 のadditi・

vityは 成 立 しな い｡

此 の事 実 か ら直 ち に
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基質問の拮抗関係を推論 し,CMBA,Ace-Chの 両者が

同一酵素で分解すると結論する事は,些 か飛躍 しすぎる

が,同 一酵素である可能!i生は益々増した と言える｡

考 察

CMBA分 解酵素がnon-sp-ChEで ある事を完全に同

定するためには,n◎n-sp-ChEを 結晶として取出す事が

必要である｡ChEに 就 いては多くの報告があり,その性

状も詳しく知られているが,結 晶化は未だ成功していな

い｡又 基質に対する分解能によつて,sp-ChE,non-sp-

ChEに 分類されているが,此 の分類も完全に満足すべき

ものではなく,SAWYER9)は 別にBz-ChEの 存在を主

張し,そ の他にも此の分類を不適当とする事実が知られ

て来ている｡併 し一般には之等の事実を例外として扱 う

方が従来の知識の整理に有利なため,此 の分類規準が専

ら用いられている模様である｡著 者等も此の分類法を採

り,CMBA分 類酵素の性状を既知のnon-sp-ChEの 性

状と比較すると,多 くの点で類似が認められる｡即 ち,

(1)分 解酵素は多くの動物の,脳 を除く殆んど総ての

臓器に分布しlnon-sp-ChEの 分布が広範な点と類似 し

ている｡又 その分解能はChE阻 害剤によつて強力に抑

制され,家 兎肝臓抽出標品に対する阻 害 剤の作 用は,

ChEに 対 す る と 同一 機 構 と考 え られ る阻 害 曲線 を示 し

た｡(2)基 質 にCMBAとAce-Chと を 同時 に添 加

す る時,そ の分 解 能 は 夫 々を 単 独 に 添 加 した 際 の 分解 能

の和 よ り著 し く低 い｡之 は 両 者 を 分 解 す る酵 素 が 同 一で

あ る可 能性 を示 す｡(3)Ace-Chを 基質 とす るPS活

性 曲線 で 高 濃 度 阻 害 が 認 め られ なか つ た が,sp-ChEに

は 此 の 現 象 が あ り,non--sp-ChEに は な い事 が 知 られ て

い る｡(4)本 酵 素 にSH基 の存 在 が 予 想 され るに も拘

らず,Na-nitroprussideTestの 結 果 はNegativeで

あ つ た｡NACHMANSOHN等10)はChEセ こSHが 存 在 す

る事 を推 定 し,又 此 のSH基 の機 能 はorganicarsenical

に よつ て阻 害 され る事 がBARRONll),QUASTELi2)等 に

よ り報 告 され て い る｡又STADIE等13・ は 血 清ChEの

SH基 は 酸 化 剤 に 強 く抵 抗 す る と報 告 し てい る｡之 等

SH基 の 性 状 は本 酵 素 標 品 のSH基 に 類 す る性状 と類 似

点 が 多 い｡(5)non-sp-ChEの 至 適pHは8・0～8・5

とされ て い るが14),玉 井IA)が 家 兎血 清 及 び 血 球ChEで

得 た値 は7・4で あ る｡本 標 品 の値 は7.0～7・4で 玉 井 の

値 に近 い｡(6)金 属 イ オ ンの 影 響 はCa++,Cdt+に

よつ て賦 活 され,Mg++,Ba+÷,Naf,K+の 効果 は軽

微 で あ つ た｡ChEに 対す る金 属 イ オ ン の効 果 に 就 い て

は種 々の報 告 が あ り一 定 して い な い｡此 の理 由の 一 部 は

種 々の酵 素 材 料 か ら得 た 標 品 を,異 つ た条 件 で 検討 して

se、、u｡、い るた め とされ てい る｡従 つ てChEとCMBA分 解 酵

素 の 関連 性 を検 討 す る上 に,本 性 状 の 比較 を 行 う事 は 現

状 で は意 義が 薄 い｡

Non-sp-ChEと 総 称 され る酵 素 の中 に,例 外 的 な性 状

を 持 つ もの が 少 くな い 事 は 既 に 述 ぺ た｡従 つ て将 来 更 に

細 分 され る可 能 性 を 含 んで い る も ので あ る｡CMBA分

解 酵 素 は 上 記(1)～(5)の 性 状 が示 す 様 に,non-sp-ChE

の一 般 的 性 状 と よ く一・・・…致 し,恐 ら くnon-sp-ChEに 属 す

る酵 素 と考 え て 誤 りな い と思 う｡臓 器 ペ ー ス トは,濃 化

標 品 よ りChE阻 害 剤 に対 す る抵 抗 性 が 大 きい 傾 向が 認

め られ た が,同 様 な事 実 は 他 の エ ス テ ラ ー ゼ を精 製 す る

際 に も認 め られ る と言 わ れ16),不 純 物 に よ る と考 え られ

て い るが,著 者 等 の場 合 も 蛋 白 分劃 の結 果 得 られ る活性

の 強 い 部 位 がP3の み で あ る 点 か ら,恐 ら く不 純 物 に よ

る と考 え られ る｡Non-sp-ChEは 膵 臓 の主 要 な エ ス テ ラ

ー ゼ とさ れ て い るがi7),著 者 等 は 市 販 のPancreatinに

CMBA分 解 能 を認 め 得 なか つ た｡恐 ら く,Pancreatin

の調 整 が ア セ トン分 劃 法 で 行 わ れ た 事 に よ る と思 わ れ

る｡ChEは アセ トンで 乾 燥 す る時 失 活 す る事 が 知 られ

1の,著 者 等 も肝 抽 出標 品 を ア セ トン 処理 した 結 果,分 解

能 が 激 減 す る事 を 認 め た(第1図 参 照)｡Ace-Ch,

CMPAに 対 す る分 解 能 は 認 め られ な くな り,CMBA,

Bz-Chに 対 す る分 解 能 は夫 々1/5,1/2に 低 下 す る｡
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CMBA分 解 酵 素 がSAWGERg)のBz-ChEで あ る と考

え る事 は 出 来 な いaBz-ChEは 家 兎 及 び モ ル モ ヅ トの肝

臓 に 見 出 され,特 に後 者 の 分 解 能 は 強 く,又Ace-Ch

よ りBz-Chを 速 か に 分 解 す るe本 標 品 は 基 質 に 対 す

る分 解 速 度 の 点でBz-ChEと 類 似 して い るが,第1報

で述 べ た 如 く,モ ルモ ッ ト肝 臓 のCMBA分 解 能 は低

く,Bz-ChEに 乏 しい ラ ッ ト肝 臓 の方 が 遙 か に 強 力 で あ

り・分 布 の点 で 著 し く相 違 して い る｡又 著 者 等 はCMPA

はLipaseの み で 分解 され,CMBAはnon-sp-ChEに

よつ て分 解 され る との予 想 の下 に 実験 を行 つ た が,第1

図 に 示 した 如 く,肝 抽 出標 品に よつ てCMPAも 軽微 な

が ら分 解 され た｡NACHMANSOHN等17)に よれ ば,non-

sp-ChEのAcyl系 列Cholinesterに 対す る分 解 能 は,

butylesterを ピ ー ク と して減 弱 す る事 が 知 られ てい る｡

同 様 な 現 象 がnon-cholinesterに も適 用 し得 る とす れ

ば,palmiticesterに 対 す る分 解 能 の低 い 事 は 当 然 考 え

られ る｡又CMPAもCMBA分 解 酵 素 に よつ て分 解 さ

れ る事 実 か ら,CMと コ リン とに或 種 の 関 連 が 存 在す る

と予 想 され るが,此 の点 に つ い て は今 後 検討 した い｡

結 論

動 物 の各 種 臓 器 に 含 まれ るCMBA分 解 酵 素 の 分 解 能

は,ChE阻 害 剤 に よつ て強 く抑 制 され,又 家 兎肝 臓 か ら

蛋 白分 劃 の 結 果 得 られ た分 解 能 の 強 い部 位 は,玉 井6)が

犬ChEと して得 た部 位 と一致 した｡此 の 標 品 の性 状 を

列 記 す る と,

1)ChE阻 害 剤,DFP,TEPP,Eserine,Ne｡stig-

mineに よつ て 阻 害 を受 け,.Atoxy1,Quinineに よつ て

も阻 害 を受 け る｡

2)基 質 にCMBAとAce-Chと を 同 時 に 用 い た場

合 の分 解 能 は,単 独 に 基 質 と した際 の分解 能 の和 よ り低

い｡

3)SH基 の存 在 が 予 想 され るが,Na-Nitfoprusside

Testの 結 果 はnegativeで あ つ た｡

4)Ca++,Cd軸 は 強 い賦 活 作 用 を 示 し,至 適pH

は7.0～7.4に あ る｡

5)ア セ トン処 理 に よつ て分 解 能 は 激 減す る｡之 等 性

状 は,既 知 のnon-sp-ChEの 性状 と多 くの 点 で 酷似 す

る もの で,CMBA分 解 酵 素はn｡n-sp-ChEで あ る と考

え られ る｡

御 校 閲 を賜 つ た,東 大 伝研 山 本 郁 夫 教授,応 微 研 丸

尾 文 治 助 教 授,農 化 松 山 晃 氏 に 深 謝 す る｡尚 本 論 文 の

要 旨は 第3回 旧本 化学 療 法 学 会 総 会 で発 表 した｡
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